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商店街

中央通り

利活用空間

マッチング

所有者 使いたい人

鉄道駅

バスターミナル

四日市市におけるスマートシティ実装化支援事業事業内容  

③-1 沿道空間利用マネ
ジメントシステムの構築

④中央通りにおける3D都市モ
デルを活用したプランニング／
マネジメント・ツールの構築
デジタルインフラ台帳の構築

③-2 メタバースを
用いた市民参加型
イベント事業

②四日市版MaaSの構築
①利活用空間活性化ツール
の構築

中央通りを中心としたデジタル時空間（ストック）マネジメント



スマートシティ実装化支援事業のステータス
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■実証事業のロードマップ

実証事業 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和８年度～

①利活用空間活性化ツールの
構築

②四日市版MaaSの構築

③バーチャ
ル空間にお
けるコミュ
ニケーショ
ン・ツール
の構築

③-1 沿道空
間利用マネジメ
ントシステムの
構築

③-2 メタ
バースを用いた
市民参加型イベ
ント事業

④中央通りにおける3D都市
モデルを活用したプランニン
グ／マネジメント・ツールの
構築

AIカメラ設置および初期精度検証
ポータルサイト等インターフェースの構築

実装に向けた準備
デジタルサイネージ設置
データ精度検証

実装

自動運転等実証実験と連携した
まち歩きイベント（デジタルスタンプ

ラリー）実施

公共交通・新たなモビリティとの
連携 地域の民間サービスとの連携 実装

沿道空間基礎調査
意見交換会実施

仮システム構築
実証実験実施

システム調整
実証事業の実施

対象エリア拡大

関係者ヒアリング、
一部区間のデータ作成

活用方法検討、先行整備区
間の全データ作成

中央通り全線のデータ化、
台帳の実装化

継続

メタバース空間での
イベント実施による課題抽出

空間常設を目指した
仕組みの検討

空間常設を目指した
実証（空間構築）

実装



①
利活用空間活性化ツールの構築

スマートシティ実装化支援事業
各取組の概要



A.
スマート・インフラ
の整備

（1）AIカメラの初期精度検証 ➀歩行者用AIカメラの検証
➁車両用AIカメラの検証

B. 
利活用空間活性化
サービスの提供

（2）利活用空間活性化サービス
のデータ連携と可視化の検証

➀スマート・インフラから取得したデータを保管・
可視化する仕組みの確認

ハード整備

ソフト整備
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①利活用空間活性化ツールの構築

カメラ5

カメラ6

カメラ7

既存信号照明柱 交差点照明柱

カメラ8
カメラ2

カメラ3

カメラ1 カメラ4

スマートポール

■今年度の取組み内容



6出典：CTYさま作成資料

①利活用空間活性化ツールの構築

■今年度の取組み内容 ＜四日市データプラットフォームにおける位置づけ＞

A.
スマート・インフラの整備

ハード整備
B. 
利活用空間活性化サービスの提供

ソフト整備
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①利活用空間活性化ツールの構築

本事業範囲の関係企業

出典：CTYさま作成資料

■実施体制
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望ましい台数および設置条件（高さや角度等）を設定した上で、外的環境の整備とAIエンジンのチューニングやレベル向上が必須となる。

①利活用空間活性化ツールの構築 A.スマート・インフラの整備
■昨年度までの実証実験の検証結果に基づく考察

設置条件の設定

人
数
計
測
用AI

カ
メ
ラ

属
性
計
測
用AI

カ
メ
ラ

設置環境の検討・初期精度検証 利用環境の整備

カメラ俯角：人の頭部に対し
て俯角10～70°とする

属性を図る場合は、人数計測
用カメラと兼用せず、専用の
1台を設置する

カメラと顔の垂直角度：
水平面に対して10～15°と
する

昨年 今年 来年

AIエンジンのﾁｭｰﾆﾝｸﾞ
＆レベル向上

カメラの画角内に遮蔽物を置
かない

計測するエリア内における人
の多様な挙動(歩く／立ち座り
／飲食等)に対応できるAIエン
ジンをチューニングする
様々な服装や装着物（サング
ラス／日傘／つばが広い帽子
等）を学習させたAIエンジン
を開発する。
※AIエンジンの開発時には、計測目
的や取得したいデータとその精度を
設定した上で、開発コストや時間の
バランスを考慮する必要がある。

設置物 計測内
容

(上)台数
(下)検知方法 設置条件

歩行者用
AIカメラ

人数
カウント

1台/ライン
計１台

高さ
約3m

ライン検知

属性
検知

1台/方向
計２台

高さ
約2.5m

空間検知

混雑
検知

1台/箇所
計１台

高さ
約3m

空間検知

車両用
AIカメラ

台数
カウント
・右折
・直進
・左折

1台/車線
計３台

高さ
6.5m以
上

ライン検知

渋滞
検知

1台/車線
計1台

高さ
約5.5m

車両速度検知
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設置機器 製品名

歩行者用AIカメラ iPro WV-
S1536LUX

車両用AIカメラ AXIS P5655-E 
PTZ 

環境センサ(気象計) POTEKA

環境センサ(雨量計) POTEKA

Wi-FiAP Cisco Meraki 
MR86

L5GGW XC-WN930J-01

①利活用空間活性化ツールの構築 A.スマート・インフラの整備
スマートシティ実装化支援事業の対象

先行整備区間内の各種柱に設置。

交差点照明柱 Wi-Fi単独柱 スマートポール 既設信号照明柱車道照明柱 利活用空間

Smp-1

Smp-2

Smp-3

Smp-4

属性検知
(西方向)

属性検知
(東方向)

人数カウント 混雑検知

混雑検知人数カウント

人数カウント

人数カウント

市民公園
↑

至 

近
鉄
四
日
市
駅

交差点
照明柱

滞留

市民公園

既設信号
照明柱

台数カウント

市民公園
東側交差点

↑

至 

近
鉄
四
日
市
駅

■車両用AIカメラの設置場所■歩行者用AIカメラの設置場所

■先行整備区間 スマート・インフラ設置計画



Smp-1（百五銀行前） Smp-2（JA前） Smp-3（市民公園前） Smp-4（ユマニテク前）

カメラ5：人数カウント カメラ6：人数カウント カメラ7：人数カウント
カメラ8：混雑検知
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①利活用空間活性化ツールの構築 A.スマート・インフラの整備

カメラ1 カメラ2

カメラ3 カメラ4

カメラ１：属性検知（東向き）
カメラ２：属性検知（西向き）
カメラ３：混雑検知
カメラ４：人数カウント

カメラ5

カメラ6
カメラ7

カメラ8

交差点照明柱 既存信号照明柱
カメラ1：
渋滞検知

カメラ2：
台数カウント（左折）
カメラ3：
台数カウント（直進）
カメラ4：
台数カウント（右折）

カメラ2

カメラ3

カメラ4

カメラ1

■各カメラの設置状況
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①利活用空間活性化ツールの構築 A.スマート・インフラの整備
■初期精度検証の結果

設置物 計測内容 検証結果 考察 今後に向けた改善点

歩行者用
AIカメラ

人数カウント

〇

人数カウントは、歩道に対して垂直の画
角から検知ラインを設定し計測したところ、
約70～110%の検知率であった。雨天
時の傘による検知率の低下や、画角奥
の人の顔が消えることによる重複カウント
が発生し精度が低下する事象を確認し
た。

カメラの画角調整やAIの学習
を繰り返し、精度向上を図る。

属性検知

東向き：△
西向き：△

属性検知は、東向き・西向き共に約30
～45%と判定精度が低かった。歩道工
事による歩行範囲規制によりスマート
ポールと歩行者動線との間に距離があっ
たことから、画角内で人の顔を正面から
映すことが難しい環境であった。

今後、歩道工事の規制解除
後には、スマートポール付近の
ベンチ等、ポイントを絞ることで
属性判定の精度を上げること
が考えられる。

混雑検知

〇

混雑検知は、スマートポールから約1～
10mの距離で東西約30m範囲を広角
で検知したところ、判定精度は約90%と
高く、安定的に判定できることが確認でき
た。「混雑」の判定となる状況では、人の
重なりが発生し実際より少なくカウントさ
れる課題がある。

正確な人数を求めるのではなく
混雑の判定を得られるよう閾
値の調整等により、更なる精
度向上を図る。

車両用
AIカメラ

台数カウント
・右折
・直進
・左折

右折：×
直進：〇
左折：〇

台数カウントは、交差点の正面からレー
ン単位で車両をライン検知し計測したとこ
ろ、画角に他のレーンの車両が映りこむこ
とで大幅な誤検知が発生することを確認
できた。

画角調整により再度検証を行
う他、設置場所自体の変更の
検討も必要と考えられる。

渋滞検知

✕

渋滞検知は、車両の走行速度によるAI
判定が人の感覚と乖離して「混雑」や
「渋滞」と判定する場合が多かった。

渋滞検知および検証方法につ
いて、改めて検討する必要があ
る。
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ドメイン名：niwamichi-yokkaichi.com
サイト名 ：ニワミチよっかいち

①利活用空間活性化ツールの構築 B. 利活用空間活性化サービスの提供
■ポータルサイト サイト構成検討

▼サイト構成図

出典：CTYさま作成資料
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①利活用空間活性化ツールの構築 B. 利活用空間活性化サービスの提供
■ポータルサイト データ連携および画面デザイン

スマートリージョン・コア ご紹介

スマートリージョン・コアの取組み別ページ

ニワミチよっかいち ご紹介

スマホ画面

※24/03/15時点

3 14
12

デジタルマップの連携確認
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①利活用空間活性化ツールの構築 B. 利活用空間活性化サービスの提供
■ダッシュボード データ連携および可視化

※24/03/15時点

地点別平均通行人数 地点別最大人数
地図上に平日の平均通行人数、土日の平均通行人数を表示

平均通行人数を曜日別、時間別に表示
平均通行人数 最大人数

地点別の人数の最大値を日別、地点別に表示。天気情報も併記。

人数の最大値を時間別に表示。天気情報も併記。
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①利活用空間活性化ツールの構築 B. 利活用空間活性化サービスの提供 ※24/03/15時点

通行人の属性 気温と人流

気温と暑さ指数

通行人の属性(性別・年代)と人数を表示。 気温と人流の関係を表示。

気温と暑さ指数の関係を表示。

■ダッシュボード データ連携および可視化
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①利活用空間活性化ツールの構築 B. 利活用空間活性化サービスの提供 ※24/03/15時点

通過車両数 平均通過車両数
交差点の通行車両数と平均速度を表示。 通過車両数の平均値を曜日別に表示。

利活用空間の混雑度／交差点の渋滞
度などを表示。

■ダッシュボード データ連携および可視化

■デジタルマップ データ連携および可視化



②
四日市版MaaSの検討

スマートシティ実装化支援事業
各取組の概要
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②四日市版MaaSの検討

項目 内容

タイトル こにゅうどうくんを探せ！デジタルスタンプラリー

日程 2023年11月1（水）～11月19日（日）

場所（目的地） 四日市市内

内容 デジタルスタンプラリー
※公共交通等を利用して四日市市内の各所に設置
されたデジタルスタンプを収集することで景品と交換
できる体験イベント

対象 四日市市民及び市外観光客

参加費 無料

 公共交通と新たなモビリティとの連携に加え、商店街と連携した「MaaS✖まち歩き」の展開に
向けて、R5年度は、公共交通・自動運転バスとの連携機能、市内目的地への回遊を促すデジタ
ルスタンプラリー機能を構築。

 MaaS実証実験としてデジタルスタンプラリーのイベントを実施。

デジタルスタンプラリー画面のイメージ 実証実験イベントの概要

デジタルマップ総閲覧数：285人
デジタルスタンプラリー総参加者数：174人



19

②四日市版MaaSの検討

公共交通情報の重畳
 三交バスや自動運転EVバスの位置情報をマップ上に重畳
 バス停の位置情報や時刻表のデータとも連携し、マップ上に統合表示
 マップ上で三交通バスや自動運転EVバスのアイコンを選択すると路線名や行先を表示
 マップ上でバス停のアイコンを選択するとバス停名や路線名・行先、運行ダイヤを表示
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②四日市版MaaSの検討

中心市街地のスポット・施設情報の重畳
 中心市街地のスポットや施設、イベント情報をマップ上に統合表示
 マップ上でアイコンを選択すると詳細情報(紹介動画、スポット・施設説明等)を表示

アイコンイメージ スポット情報イメージ イベント情報イメージ



沿道空間活用マネジメントシステムの構築

③
バーチャル空間におけるコミュニケーション・ツールの構築

スマートシティ実装化支援事業
各取組の概要



■本事業の目指す将来像

・空き空間を必要とする主体が、利活用空
間や空き店舗の利用用途や貸出方法が閲
覧できる。

・スマートインフラにより取得したデータ
を活用することで、潜在的な空間価値を
把握することができる。

・中央通りを含むエリア全体のマネジメン
トを行う主体が介在することで、一般の
不動産情報には掲載されない空き店舗を
取り扱うことができ、中央通り再編の機
運を沿道の商店街にまで滲み出すための
一助となる。

■事業の背景
・中央通り再編事業により、歩道に利活用空間が新たに生まれるが、これらの空間をフォスタリング（＝愛情を持って育てる）ためのプレ
イヤーが不在。
・中央通りに面した商店街では、空きテナントを待つ事業者がいる一方で、住宅を兼ねる店舗もあり、空きテナントが目立つ通りも見受け
られる。
・物販店舗が減り、小規模な飲食店が増える傾向にある。

※実装化支援事業においては、早稲田大学・市が担う

③バーチャル空間におけるコミュニケーション・ツールの構築（沿道空間活用マネジメントシステムの構築）
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■本事業の役割
・中央通りや沿道空間（商店街）において、市民活動や営利活動を行う意欲がある主体と、空き空間を所有する主体とをマッチングさせる
仕組み（ツールおよび関係性）を構築することで、中央通りが多様なアクティビティの受け皿となり、市民が主体となって運営管理に関わ
る空間となることを目指す。



■沿道空間活用ウェブサイト検討状況
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入り口となる
ウェブサイト 3D都市モデル

ビューワ(Plateau)

利活用空間活用ウェブサイト

トップページ 検索ページ物件紹介ページ

「将来イメージから探す」「空間の
条件から探す」「人流予測から探す
（想定）」の３つから選択。

空間の基本情報、ストーリー、持ち
主の声、空間活用のイメージ、エン
トリーフォーム等を記載

検索ページと連携し、3D上で分かり
易く空間を紹介

Link API連携

沿道空間活用ウェブサイトは、所有者にとって大切な不動産情報を取扱うため、まちづくりに寄与する目的を持った主体に
絞って公開する等の制限が必要と考え、ウェブサイトへの入り口は別途設ける想定をしている。

・案１：四日市市のスマート化の取組を紹介するウェブサイト「ニワミチよっかいち」（現在構築中）
・案２：エリアプラットフォームのホームページ「よかねっと」

③バーチャル空間におけるコミュニケーション・ツールの構築（沿道空間活用マネジメントシステムの構築）



■沿道空間の基礎調査の実施
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空き空間の活用可能性について具体的に把握するため、調査対象者とともに対象エリアを散策しながら
ヒアリング調査を実施し、空き空間ごとの詳細な情報や、空き空間の活用に関する調査対象者の意見を
把握、整理した。

調査の結果、対象エリアにおいて計１０４件の空き空間を抽出することができた。
また、それぞれの空き空間の階ごとの空き状況とそのアクセス性に基づき、５つのタイプに分類した。

対象エリアにおける空き空間のプロット図

③バーチャル空間におけるコミュニケーション・ツールの構築（沿道空間活用マネジメントシステムの構築）



■沿道空間活用ウェブサイトの提案内容に関する意見交換会
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 ウェブサイト上に掲載する情報を検討するため、商店街関係者や市民団体を対象としたワークショップ及び意見交換会を実施した。
 ワークショップでは5つのグループ分けを行い、各グループに沿道空間の活用に係る人物像（ペルソナ）を設定し、掲載情報として
想定する＜環境情報＞＜物件空間情報＞＜周辺エリア情報＞＜基本情報＞の内容やその優先順位を議論した。

5つのグループ分け 4つの情報

基本情報

周辺エリア情報

物件空間情報

環境情報

特定の場所における自然環境要素に関
する情報（明るさ、降水量、気温、風
、緑視率、人混み、湿度、匂い、生態
系など）

特定の物件や空間に関する情報（内観
・外観写真、立地、収容人数、持ち主
の声、物件ストーリー、利用可能な日
時、活用アイデアなど）

特定の場所の周辺に関する情報（座れ
る場所、電気系統、水道系統、公共ト
イレ、交通インフラ、物置、周辺エリ
アの雰囲気、年齢層など）

構造や法律面などの建物の基本的な情
報（住所、販売・貸出価格、建物構造
、容積率、用途地域、階数、築年数、
面積など）

③バーチャル空間におけるコミュニケーション・ツールの構築（沿道空間活用マネジメントシステムの構築）



スマートシティ実装化支援事業
各取組の概要

メタバースを用いた市民参加型イベント事業

③
バーチャル空間におけるコミュニケーション・ツールの構築



■企画概要・課題認識
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実施内容②
メタバースYOKKAICHIまち歩きの実施

実施内容①
クロスメディア企画

「四日市未来会議inメタバース」の実施

③バーチャル空間におけるコミュニケーション・ツールの構築（メタバースを用いた市民参加型イベント事業）



■クロスメディア企画「四日市未来会議 i nメタバース」の実施
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 三重テレビ等と連携し、テレビメディアと連携し
た情報発信イベントを実施。

 メタバース空間に観覧者を招き、番組収録や交流
を実施。

テレビ番組収録日： 2/25(日) 15-16時
三重テレビ放送日： 3/17(日) 18:30-18:45

3/31(日) 9:00-9:15

収録日の観覧希望事前登録150名
当日参加者は約70名

③バーチャル空間におけるコミュニケーション・ツールの構築（メタバースを用いた市民参加型イベント事業）



■メタバースYO K K A IC H I まち歩き

29

 ウェブブラウザからメタバースYOKKAICHIにアクセ
ス可能な仕組みを構築。

 主な実施期間は2/26~3/3の10-20時の1週間。
 メタバースYOKKAICHIの空間内で、未来の四日市の
姿をサインボードや動画で情報発信

 空間内では簡単なゲーム要素も提供。

2/26~3/3の1週間で約2000名がアクセス。

③バーチャル空間におけるコミュニケーション・ツールの構築（メタバースを用いた市民参加型イベント事業）



④
中央通りにおける3D都市モデルを活用した
プランニング／マネジメント・ツールの構築

スマートシティ実装化支援事業
各取組の概要



■令和5年度の実施内容
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④中央通りにおける3D都市モデルを活用したプランニング／マネジメント・ツールの構築
(地下埋設物のデジタルインフラ台帳検討)

 令和５年度は、中央通りの一部区間において地下埋設物の3D都市モデル化、属性情報の整理を実施した。
 来年度以降の中央通り全体のインフラ台帳構築に向けた、各地下埋設物事業者へのヒアリングや課題の抽出を行った。

地下埋設物デジタル
インフラ台帳作成範囲
（約20m×20m）

3D都市モデルのイメージ



 地下埋設物事業者（電気、ガス、通信、上下水道）、道路管理者、公園管理者等の関係者へ地下埋設
物および植栽・樹木に関するヒアリングを実施し、デジタルインフラ台帳に対するニーズや整備に当
たっての課題などを整理した。

32

対
象

会社名・団体名 担当部署

電
気

中部電力パワーグリッ
ト株式会社

四日市支社 配電建設
グループ

ガ
ス

東邦ガスネットワーク株
式会社

企画部 情報システムグ
ループ

通
信

エヌ・ティ・ティ・インフラ
ネット株式会社

SmartInfra推進部 SI
ビジネス部門
GISビジネス戦略担当
西日本事業本部東海
事業部三重支店

水
道

四日市上下水道局 水道維持課

下
水

四日市上下水道局 下水維持課

道
路

四日市都市整備部 道路管理課

公
園

四日市市都市整備部 公園緑政課

各社のデータ・台帳の現状
 台帳は会社毎に独自のシステムが構築されている。これらのシス

テムは紙ベースの資料をデータ化し、管理するものが多い。(完
全にデジタル化されているわけではない)

 インフラに関する属性情報は公開できないものもある。
3Dモデル利用のニーズと課題
 他の埋設管との干渉が見える化されることがメリットである。既

設管の効率的なデータ化が課題。
 事前の埋設物確認は施工者にお願いしているが、精度が低く信用

できないため、試掘時の立会の省力化に期待したい。
 ICT建機との連携、工事立会要否判定の簡略化、近接施工等の協

議の効率化に有効と思われる。
デジタルインフラ台帳の属性値について
 業務効率化に役立つ属性情報としては、管種（材質）、管径（内

径）、管径（外径）、延長、圧力、建設年度、土被り、条数、地
下水位、土質が挙げられる。

 植栽・樹木に関する台帳は特に整備されていない。

④中央通りにおける3D都市モデルを活用したプランニング／マネジメント・ツールの構築
(地下埋設物のデジタルインフラ台帳検討)

■下埋設物事業者へのヒアリング

ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
概
要
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地下埋設物の3D都市モデルを選択することで、詳細な属性情報（事業者名、埋設物の種類、材質等）を確認可能。

④中央通りにおける3D都市モデルを活用したプランニング／マネジメント・ツールの構築
(地下埋設物のデジタルインフラ台帳検討)

■一部区間のデジタルインフラ台帳の構築



スマート関連サービスの持続可能な仕組みの必要性

スマートシティ実装化支援事業
各取組の概要
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スマート関連サービスの持続可能な仕組みの必要性
 中央通りにおいては、今後、基盤・施設等の整備に伴う新たなマネジメント組織が見込まれる。
 現在スマートリージョン・コアで進められているデータ収集・サービス提供についても、当面は実証事業として行われて
いるが、今後の担い手や持続可能性が課題である。

 今後、上記のマネジメント組織が緩やかに連携しながらスマート関連サービスを活用し、中央通り及び中心市街地全体で
官民連携により便益を生み出す、自律的かつ持続可能な仕組みが必要である。

④3D都市モデルを活用した
プランニング／マネジメン

ト・ツールの構築
②四日市版MaaSの構

築
①利活用空間活性化
ツールの構築

③バーチャル空間におけるコミュニケーショ
ン・ツール構築

沿道空間活用マネジ
メントシステムの構
築

メタバースを用いた
市民参加型イベント
事業

（仮）中央通りにおけるエリアマネジメント主体
・中央通り沿い利活用空間の活用
・データプラットフォームの運営
・データ利活用・取得・販売（将来）等

ポータルサイト、ダッ
シュボード等 四日市版MaaS

沿道空間利用
マネジメント
システム

デジタルインフラ台帳メタバース

バスターミナル
コンセッション事業者

中央通り公園
Park-PFI事業者

中央通り全線
ほこみち制度活用した占用主体等

デ
ー
タ
収
集
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
者

基
盤
・
施
設
等
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織

便益
創出
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写真

はじめに
四日市市におけるスマート化に向けた取り組みは2020（令和2）年度の四日市市職員によ

るワークショップから始まり、2021（令和3）年度には公民連携による「四日市スマート
リージョン・コア推進協議会」が設立されて本格的な検討が行われました。この推進協議会
では「四日市市都市再生協議会」や「中央通り再編関係者調整会議」などと連携しつつ議論
を重ね、2022（令和4）年3月に『四日市スマートリージョン・コア実行計画』を作成しまし
た。この実行計画をロードマップとして、中央通りの再編やバスターミナルの整備が完了す
る予定の2026（令和8）年度までにスマート化の各種取り組みを実装することを目標にして
います。
本資料は、前述の実行計画のうち2023（令和5）年度の活動成果や進捗状況をとりまとめ

ることを目的としています。
具体的には、国土交通省のスマートシティ実装化支援事業の採択を受け、スマート・イン

フラの整備や四日市版MaaSの構築など、4つの事業を実施しました。この支援事業は、令和
5年度から令和7年度までの3年間に渡る補助事業であり、今回の取り組みを基盤として、今
後も実装化に向けた拡張や改善を予定しています。
また、2023（令和5）年度は、自動運転バスや、四日市版MaaS等のモビリティに関する実

証実験を複合的に実施しました。
さらに、2023（令和5）年度には中央通り再編の先行整備区間の工事が完了し、車線数の

削減、歩行空間拡幅、スマートポールの整備などが順次進められています。スマートポール
には、AIカメラ、環境センサー等のスマート・インフラが設置され、過年度構築したデータ
プラットフォームへのデータ連携や、スマートシティポータルサイト上での取得情報の可視
化が開始されています。
これらの成果を踏まえつつ、また2024（令和6）年度も取り組みを継続していきたいと考

えています。
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実行計画の概要
＜実行計画の目標＞

四日市スマートリージョン・コア

～都市軸と新たな「市（賑わい）」の創出～

<課題> <スマートリージョン・コアの実現を通じて目指す将来像><スマート化の契機>

×

×

×

×

活
力
・

賑
わ
い

交
通
・

都
市
基
盤

環
境
配
慮
、

安
全
・
安
心

全
般

・回遊性の不足
・歩行者動線、待合およ
び滞留空間等の不足

・バス乗り場の分散
・移動手段の確保
・並木空間の未活用

・人口減少・高齢化
・地場産業の競争力強化
・空き店舗
・イベント数の不足

・CO2排出量抑制
・災害リスク
・公園等の利用減少

・リニア中央新幹線開
業に伴う、さらなる発
展・魅力向上

中
央
通
り
再
編

バ
ス
タ
の
整
備

交通利便性が高く歩きたくなるまち

健やかでかつ賑わいのあるまち

快適で安全に生活できるまち

データ利活用によるサービス提供、
イノベーション創出

Walkable & Mobility

Festivity & Wellness

Green& Energy

Accessible & Innovation
… さらなる新たな価値を創出

使える・楽しめるパブリックスペース

まちなかウォーカブル・ネットワーク

交流・賑わいのバリューアップ

◆ウォーカブル・ネットワーク、交通結節点
としてのスマート・バスタの整備

◆待ち時間や移動時間を楽しめるモビリティ
の導入

◆ウォーカブル＋ウェルネス環境の展開

◆パブリックスペースの可能性最大化
◆インタラクティブなストリートファニチャー
◆災害に強い中央通り

◆人流誘導による商店街活性化
◆スマート図書館
◆メタバース（デジタルツイン）

市民が自由かつ快適に移動できる
ウォーカブルな環境、モビリティ、
交通結節機能の強化

市民がフレキシブルに利用でき、
市の新たな名所となるパブリック
スペース

デジタル化を通じた新たな交流に
よる中心市街地の活性化、賑わいの
創出

地区の脱炭素化
◆創エネ・蓄エネ・省エネの推進
◆気候変動への適応
◆公共施設や中央通り沿道施設のZEB
化推進

創エネ・蓄エネ・省エネを目指すな
かで、エネルギーマネジメントなどに
おいてデジタル技術を活用した最適化

※次年度以降の具体化を目指す。

<将来像に対応したサービス設定>

いち
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Ⅰ．2023年度の主要トピック  4つのスマートシティ実装化支援事業の実施

「自動運転バス」及び「MaaS×まち歩き」の
実証実験実施

先行整備区間におけるスマート・インフラの整備開始
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先行整備区間におけるスマート・インフラの整備開始
中央通り再編においては、2023（令和5）年度から近鉄四日市駅西側の先行整

備区間で工事が開始されており、車線数の削減、歩行空間拡幅、スマートポール
の整備などが順次進められている。

スマート・インフラに係る複数の事業者らが連携し、スマートポールにAIカメ
ラ、環境センサー等のスマート・インフラの設置が進められた。

整備されたスマート・インフラでは、人流情報（歩行者交通量、混雑度等）、
自動車交通量、環境情報（気温、湿度等）の計測を行っており、過年度構築した
データプラットフォームへのデータ連携や、スマートシティポータルサイト上で
の取得情報の可視化が開始された。

4つのスマートシティ実装化支援事業の実施
実行計画に示された12の取り組みと、中央通りで進む公共空間再編事

業を踏まえた想定課題に対応するため、スマート・インフラの整備や、
四日市版MaaSの構築などを含む、4つのスマート関連の取り組みメ
ニューを位置づけた。これらの取り組みメニューを、国土交通省の「ス
マートシティ実装化支援事業（都市サービス実装タイプ）」として応募
し、2023（令和5）年6月に採択を受けた。スマートシティ実装化支援事
業（都市サービス実装タイプ）の枠組みを活用し、2023(令和5)年から
2025(令和7)年までの3年間で4つの事業に取り組む予定である。同事業
の初年度にあたる今年度は、各事業の基礎調査や実証実験を実施した。

①利活用空間活性化ツール

先行整備区間におけるAIカメラ等のスマート・インフラの整備と、
データプラットフォームとのデータ連携、ダッシュボード・ポータルサ
イト上での取得情報の可視化を実施。

②四日市版MaaSの構築

四日市市内の主な歴史的名所や穴場スポットや市内バスの情報を
MaaSのマップ上に表示させ、地区内回遊を促進するデジタルスタンプ
ラリー実証を実施。同時期に実施された自動運転バスの実証実験と連携。

③バーチャル空間におけるコミュニケーション・ツールの構築

中央通り沿道の公園や歩道、民間遊休不動産の活用を促進する沿道空
間利用マネジメントシステムの構築に向け、沿道空間の基礎調査及び空
間管理者のニーズ調査を実施。また、“メタバース上の四日市市”を舞台
とし、テレビメディアと連携した交流促進・情報発信の実証実験を実施。

④中央通りにおける3D都市モデルを活用したプランニング／マネジメン
ト・ツールの構築

インフラの維持管理業務の効率化等に資する、3D都市モデル(Project 
PLATEAU)を活用したデジタルインフラ台帳のサンプルモデルを構築。

「自動運転バス」及び「MaaS×まち歩き」の
実証実験実施

2023(令和5)年度は、自動運転バスの実証実験と合わせて、自動運転小型
モビリティやパーソナルモビリティの試乗会を実施した。

また、四日市版MaaSの取り組みとして、四日市市内の主な歴史的名所や
穴場スポットや市内バスの情報をMaaSのマップ上に表示させ、地区内回遊
を促進するデジタルスタンプラリー実証を実施した。

11月1日から11月19日までの実証期間中、自動運転バスの利用者は約1200
名となった。過年度の課題を踏まえた運用面の改善により、大幅に利用者数
が増える結果となった。その他の自動運転小型モビリティ等の利用者は延べ
約540人となった。

デジタルスタンプラリー実証の総参加者数は約170人、デジタルスタンプ
の総取得数(目的地の総訪問数)は約590個であった。回遊性向上、モビリ
ティ利用機会提供、地域認知度向上などの一定の効果が確認されたが、賑わ
い創出の観点では課題も明らかとなった(自動運転バスの利用者が、デジタ
ルスタンプラリーに自然と参加したくなるような、MaaSアプリケーション
の改善等)。

『四日市スマートリージョン・コア実行計画』
は、以下の３つの分野から構成されている。
①中央通り再編に伴い新規に整備される「ハー
ド・インフラ」、②データプラットフォームの
利活用を中心とした「ソフト・インフラ」、③
四日市市の特徴と課題を踏まえた「サービス」
これらの分野に応じて今年度の主要トピックを
確認する。
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Ⅱ．12の取り組み内容に応じた
進捗状況の詳細

01 ウォーカブル・ネットワーク、交通結節拠点としての
スマート・バスタの整備

02 待ち時間や移動時間を楽しめるモビリティの導入

03 ウォーカブル＋ウェルネス環境の展開

04 パブリックスペースの可能性最大化

05 インタラクティブなストリートファニチャー

06 災害に強い中央通り

07 人流誘導による商店街活性化

08 スマート図書館

09 メタバース（デジタルツイン）

10 データプラットフォーム

11 3D都市モデル

12 スマート・インフラ
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ウォーカブル・ネットワーク、交通結節拠点としての
 スマート・バスタの整備

01 02 待ち時間や移動時間を楽しめるモビリティの導入

取り組み概要（実行計画より）
観光・賑わい創出の拠点
交通情報等の配信、乗り換え利便性の向上
脱炭素・レジリエント拠点

今年度の検討状況
ターミナル施設の機能に応じたデジタルサイネージの画面サイズや表示内容を検討した。
また、バスターミナル施設内の利用状況のモニタリングに用いるカメラの検討を行った。
※デジタルサイネージ等の設置箇所は今後の検討により変更となる可能性がある。

次年度の予定
管理運営事業者とともに、施設運用及びデジタルサイネージ表示内容等の調整検討に着手。

取り組み概要（実行計画より）
多様なモビリティの導入
マルチ・モビリティポートの設置
予約システムの構築（四日市版MaaS）

今年度の検討状況
自動運転バス、次世代モビリティ等の実証実験を実施。
MaaS×まち歩きの取り組みとしてデジタルスタンプラリーを実施。

次年度の予定
自動運転の導入に向け、引き続き実証実験を予定。
MaaSについては、モビリティWGで関連企業と連携しつつ、スマートシティ実装
化支援事業で事業推進を予定。

デジタルサイネージ設置イメージ モニタリング用カメラ設置イメージ

バスバース 待合空間 主要出入口 屋内施設、屋外バス待ち空間等

府中駅前バスロータリーバスターミナル東京八重洲新宿バスタ 東京駅JR高速バスターミナル

自動運転バスの実証実験の様子 デジタルスタンプラリー画面のイメージデジタルサイネージの配置箇所

B2 B3

B1

B4 B5

B6

B7

A5 A6 A7 A8

A2A1 A3 A4

A9 A10 デジサイ設置箇所
バス停部

その他
施設内
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ウォーカブル＋ウェルネス環境の展開 パブリックスペースの可能性最大化03 04
取り組み概要（実行計画より）
四日市ウォーカブルマップの構築
快適なウォーカブル環境の展開

今年度の検討状況
近鉄四日市駅西側の先行整備区間において、歩行区間の再編等に合わせてスマート・インフラ
を導入。
新設されたスマートポールにAIカメラ、環境センサーを設置し、取得データをデジタルマップ
上で可視化する仕組みを構築した。

次年度の予定
市民公園にデジタルサイネージを設置し、市民の歩行や屋外での活動を促す環境
情報を提供。

取り組み概要（実行計画より）
パブリックスペースの現況把握と可視化
場所の予約システム、デリバリーサービスの展開
パブリックスペースのフレキシブルな利活用

今年度の検討状況
令和5年度スマートシティ実装化支援事業で、中央通り沿道で活用可能な公共空間や民間
遊休不動産の基礎調査を行った。

次年度の予定
基礎調査を踏まえ、沿道空間利用マネジメントシステムの検討を行う。

通行人数の可視化イメージ
空き空間調査の様子

デジタルマップのイメージ
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インタラクティブなストリートファニチャー05

06 災害に強い中央通り

取り組み概要（実行計画より）
照明による演出
人の動きに反応するエンターテインメント要素の付加

今年度の検討状況
環境センサで取得したデータの可視化を行った。

次年度の予定
データ分析に基づくスマートミストの導入検討を実施する。

取り組み概要（実行計画より）
災害情報の配信、避難所への誘導
中央通りにおけるローカルグリッド構築

今年度の検討状況
災害時の電源としても期待される、太陽光発電システムの導入検討を実施した。

次年度の予定
災害時の情報発信手法の検討。
デジタルサイネージ導入予定のため一部実装。

今年度の検討状況
近鉄四日市駅西側の先行整備区間に新設されたスマートポールにAIカメラを設置。
取得した人流データをスマートシティポータルサイト上で可視化する仕組みを構築した。
商店街側への人流の誘導に資する、沿道空間利用マネジメントシステムを検討。

人流誘導による商店街活性化07

スマート図書館08

取り組み概要（実行計画より）
人流・混雑状況の可視化
人流の誘導
店舗側のマーケティング支援

取り組み概要（実行計画より）
デジタル技術を活用した効率的な図書館運営について検討
図書館周辺や中央通りにおける電子書籍閲覧を検討

今年度の検討状況
令和5年10月より、よっかいち電子図書館のサービスが開始された。コンテンツ数約
20700点は東海3県で最多の規模。

次年度の予定
スマートシティ実装化支援事業の枠組みを活用し、情報可視化、マーケティング
支援の取り組みを引き続き検討予定。
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09 メタバース（デジタルツイン）
取り組み概要（実行計画より）
様々なコミュニケーションツールとしての活用
シティプロモーション
仮想空間と現実空間のハイブリッドによる市民生活の
効率化や経済の活性化

今年度の検討状況
スマートシティ実装化支援事業の取り組みとして、FIXER社が構築したメタバースYOKKAICHI
とテレビメディアを組み合わせた交流促進・情報発信の実証実験を実施。

次年度の予定
メタバースのさらなる活用方法について検討予定。

データプラットフォーム
取り組み概要（実行計画より）
公民学で連携して必要なデータを集約する
十分なセキュリティにより安全性を確保
新たなイノベーションの創出や、スマート化の取り組み
全体の最適化

10

今年度の検討状況
先行整備区間に設置されたスマート・インフラと連携し、データプラットフォーム上で人流
データ、環境データの蓄積を開始。データプラットフォームを介した情報提供サービスの一つ
として、ポータルサイトサイト、ダッシュボード、デジタルマップを構築。

次年度の予定
データプラットフォームWGを通じて、データプラットフォームの運用ルール等を検
討予定。

テレビメディアと組合せた取り組みのイメージ メタバースYOKKAICHI上での情報発信のイメージ
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11 3D都市モデル スマート・インフラ

取り組み概要（実行計画より）
サービスを実現するために必要なデータを計測するた
めに、センサなどの情報通信機器を整備

12

今年度の検討状況
本資料の「Ⅰ．令和5（2023）年度の主要トピック」のとおり

取り組み概要（実行計画より）
 3D都市モデルを構築し、オープンデータ化
ユースケースを開発

今年度の検討状況
３Ｄ都市モデルのユースケースの一つとして、中央通り再編後の姿を重畳。
また、スマートシティ実装化支援事業の一環として、中央通りの地下埋設インフラの3Dデー
タ、属性情報を統合したデジタルインフラ台帳の構築に着手。

次年度の予定
地下インフラ台帳データの構築範囲を拡大し、モデルを利用したユースケースの
開発に向けて検討予定。

次年度の予定
市民公園におけるデジタルサイネージの整備と、スマート・インフラの計測精度向
上に向けた検証を予定。

スマートポール1

スマートポール2

スマートポール3

スマートポール4

属性属性

人数カウント混雑

混雑人数カウント

人数カウント

人数カウント

交差点照明柱

滞留

市民公園

既設信号
照明柱

台数カウント

市民公園
東側交差点

↑

至 

近
鉄
四
日
市
駅

Photo

カメラ3D都市モデルで表現された中央通り再編後の姿 デジタルインフラ台帳のイメージ

センサが設置されたスマートポールなどの位置
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Ⅲ．持続可能な仕組みに向けて
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データ収集・サービス提供の取り組み

現在スマートリージョン・コアで進められているデータ収集・サービス提供の取り組みについては、実証実験後の担い手を含む体制等を検討している段階です。
今後、官民連携により、スマート関連サービスを活用しつつ地域の価値向上に繋がるような自律的かつ持続可能な仕組みを検討する必要があります。

④3D都市モデルを活用
したプランニング／マネ
ジメント・ツールの構築

②四日市版MaaSの構築①利活用空間活性化ツー
ルの構築

③バーチャル空間における
コミュニケーション・ツール構築

沿道空間活用マネジメン
トシステムの構築

メタバースを用いた市民
参加型イベント事業

官民連携による自律的・持続可能な仕組み

ポータルサイト、
ダッシュボード等 四日市版MaaS 沿道空間利用

マネジメントシステム デジタルインフラ台帳メタバース

中央通りにおける新たなマネジメントの仕組み

中央通り沿い利活用空間等におけるデータ利活用、サービス提供 等
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Ⅳ．次年度の進め方
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いずれの取り組みも令和5年度において遅れがないため、令和6年度にスケジュールを見直す点はありません。

目標スケジュール 直近の進捗状況や次年度の予定

令和5（2023）年度の
進捗状況

令和6（2024）年度の
予定

ー ー

ターミナル施設の機能に応じたデジタルサイネージの検
討、施設内の利用状況のモニタリングに用いるカメラの
検討を進めており、遅れなし

管理運営事業者とともに、施設運用及びサイネージ表示
内容等の調整検討に着手

新たなモビリティの導入、四日市版MaaSなどに関する
一定の成果が得られているため、遅れなし

自動運転の導入に向け、引き続き実証実験を予定
MaaSについては、モビリティWGで関連企業と連携し
つつ、スマートシティ実装化支援事業で事業推進を予定

新設されたスマートポールにAIカメラ、環境センサー
を設置し、取得データをマップ上で可視化するなど
一定の成果が得られているため、遅れなし

市民公園にデジタルサイネージを設置し、市民の歩行や
屋外での活動を促す環境情報を提供

スマートシティ実装化支援事業で、中央通り沿道で活用
可能な公共空間や民間遊休不動産の基礎調査を行うなど、
一定の成果が得られているため、遅れなし

基礎調査を踏まえ、沿道空間利用マネジメントシステム
の検討を予定

環境センサで取得したデータの可視化しており、
遅れなし データ分析に基づくスマートミストの導入検討

太陽光発電システムの導入検討を進めており、遅れなし 災害時の情報発信手法の検討
デジタルサイネージ導入予定のため一部実装

スマートシティポータルサイト上で人流データの可視化、
店舗情報を掲載によるマーケティングの支援を行う等、
一定の成果が得られているため、遅れなし

スマートシティ実装化支援事業の枠組みを活用し、情報
可視化、マーケティング支援の取り組みを引き続き検討
予定

令和5年10月より、よっかいち電子図書館のサービスが
開始されているため、遅れ無し 新図書館の整備に向けた検討を予定

スマートシティ実装化支援事業の取り組みとして、メタ
バースYOKKAICHIとテレビメディアを組み合わせた実
証を行う等、一定の成果が得られているため、遅れなし

メタバースのさらなる活用方法について検討予定

データプラットフォームを基盤として、スマート・イン
フラやスマートシティポータルサイトとのデータ連携が
進んでいるため、遅れなし

データプラットフォームWGを通じて、データプラット
フォームの運用ルール等を検討予定

3D都市モデル上での将来イメージの重畳に加え、ス
マートシティ実装化支援事業の一環として、中央通りの
地下埋設インフラのデジタルインフラ台帳の構築に着手
しているため、遅れなし

3D都市モデルのデータの増強を実施するとともに、
モデルを利用したユースケースの開発に向けて検討予定

中央通りの先行整備区間においてAIカメラや環境セン
サー等のスマート・インフラの整備を進めていることか
ら、遅れなし

市民公園におけるデジタルサイネージの整備と、スマー
ト・インフラの計測精度向上に向けた検証を予定。
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Ⅴ．関係者一覧
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令和6年3月時点 ※赤字は本年度変更点

事業主体の名称 四日市スマートリージョン・コア推進協議会（実行計画の推進主体）

事業主体の構成員

 地方公共団体代表 ： 四日市市

 有識者 ： 東京大学大学院 村山 顕人

名城大学理工学部 松本 幸正

早稲田大学大学院創造理工学研究科 有賀 隆

幹事会員 ： 近畿日本鉄道株式会社

三重交通株式会社

三岐鉄道株式会社

三重県タクシー協会/株式会社三交タクシー

学校法人みえ大橋学園

株式会社近鉄百貨店

四日市商工会議所

株式会社ディア四日市

近鉄グループホールディングス株式会社

近鉄不動産株式会社

株式会社シー・ティー・ワイ

株式会社三十三銀行

国土交通省 中部地方整備局 三重河川国道事務所

三重県

賛助会員 ： 株式会社FIXER

株式会社マクニカ

株式会社VACAN

株式会社日建設計

FUTURE株式会社

富士通Japan株式会社

早稲田大学

オブザーバー ： 国土交通省 都市局 街路交通施設課
（敬称略_順不同）

実行計画の期間等 令和4（2022）年度～令和8（2026）年度（予定）
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